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論文内容の要旨
(1) タンパク質分解酵素による精製 チトクロム a はへム鉄の酸化状態のちがいによってタンパク質
部分の高次構造が変化することを、タンパク質分解酵素の感受性の差異をみることで調べたが、その
ときへム鉄の酸化状態にかかわりなく一定限度 (20%) のタンパク部分が分解されることを発見した。







一万から約四万までの 6 つのユニットにわかれそのうち 10 ， 000 と 15 ， 000の二つのサブユニットの量が




(3)へムaの存在状態-アルキルイソニトリル (R-N三 C) は二価のへム鉄への配位子として知られ
ているが、もしチトクロムaのへムaがチトクロムa分二子の中に埋没しておればイソニトリルのアルキ
ル基が大きくなるとその立体障害のためへム鉄とイソニトリルの反応性は大きく阻害されることが予








セリンのへムaに対する溶媒効果を調べた。 遊離のへム a のこれら溶媒に対する効果はプロトへムや
へム c では各種の溶媒とも同じ効果を示すのと異ってピリジン中ではエチレングリコール、エタノー
ルの順に大きくなる。このよっにピリジン中ではshort range な効果を示す性質をもっェタノールの
溶媒効果の大きさがへム a だけ特異的に大きいことはへム a のホルミル基とエタノールの直接的作用
















適であるといえる。又、チトクロムa を SDS ゲル電気泳動により分離すると今までへム a 当り 9 万の
分子量をもっといわれていたこの蛋白質が、分子量 1 万-4 万の 6 つのサブユニットに分かれること
がわかった。その中で 1 万と 1 万 5 千に相当する 2 つの成分が多量に存在する。この系に上述の蛋白
質分解酵素処理を施したチトクロム a をかけてみると 1 万と 1 万 5 千分子量に相当する 2 つの主成分
のみしか認められないことが判明した。このことは非常に重要で、、チトクローム a はこの 2 種のサブ
ユニットがいくつか集って分子量数万の一分子を構成し活性体となることを示唆する。今後の構造と
機能の研究に一つの大きな前進をもたらしたものと理解きれる。 3.へム a の蛋白質中における存在様
式を検索するためアルキルニトリルの各種誘導体を合成しへム aの鉄と配位させ、それによって変化
つ白河
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するスペクトルの状態からこれを知る方法を採用している。還元型チトクロムaに対してはエチルイ
ソニトリルの反応性が最も高く、アルキル基が大きくなるにつれて反応性は減少する。すなわちへム
aは蛋白質のクレパスの中に入っており大きいアルキル基は立体障害のために鉄まで近づけないもの
と理解される。一方溶媒効果についての検索を行っているが、他の溶媒に比しピリジン中でエタノー
ルがとくに大きい効果を示すということを発見 L ているが、へムaのホルミル基とエタノールの直接
的な接触を考慮に入れると説明がつく。一方酸化型チトクロムaに対してもエタノールは大きい効果
を示すので、チトクロ Laのへムaは蛋白質のクレパス中に埋没しているがホルミル基を外に出してい
るのではないかと想像している。
以上の研究は同君によって今迄に未踏の分野であったチトクロムaの蛋白質部分に対する開拓がな
されたものであることを証するとともに、今後のこの分野での急速な展開を約束したものであり、参
考論文と併せ考え理学博士学位論文として十分価値あるものと認める。
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